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3番 9 日 本 共 産 党 戸 津 川 晴 美 4 一問一答

4番 12 公 明 党 齋 藤 裕 子 9 一問一答

5番 16 市 民 ク ラ ブ 昌 浦 泰 已 10 一問一答
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7番 3 自 由 民 主 党 佐 藤 雅 博 13 一問一答

8番 4 自 由 民 主 党 鈴 木 新 津 男 15 一問一答

9番 8 日 本 共 産 党 佐 藤 惠 子 16 一問一答

10番 2 日 本 共 産 党 中 田 定 行 18 一問一答
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令和4年9月12日 (月)午前10時～ 　５人（１番から５番まで）
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質問順     

１番 
受 付 月 日 ８．３１ 

通 告 者 １１番 阿 部 正 幸 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ ラッピングポストを活用した取り組みについて 

郵便局との包括的連携に関する協定を締結し、観光振興に関する取り組み

や、市制施行記念として新たな観光資源の取り組みにラッピングポストがあり

ます。 

福岡県にある平成筑豊鉄道レストラン列車「ことこと列車」を運行している

平成筑豊鉄道株式会社と日本郵便株式会社が地域活性化協定締結記念事業とし

て、列車型ラッピングポストを設置して話題となっております。 

全国各地で地域の特色を活かした取り組みなので、本市でも多賀城創建１３００

年記念事業として、ラッピングポストを設置する取り組みをしていただきたい。 

 

２ 市営住宅の連帯保証人に関する運用について 

多賀城市営住宅条例第１０条第１項第１号に「入居予定者と同程度以上の収入

を有する者で、市長が適当と認める連帯保証人の連署した請書を提出すること」

とあります。多賀城市営住宅条例施行規則第５条には連帯保証人の詳細について

記載してあります。 

民法が２０２０年４月１日に改正されて、国土交通省住宅局から令和２年２月

２０日付け「公営住宅への入居に際しての保証人の取扱いについて」の文書では、

「入居希望者の努力にもかかわらず保証人が見つからない場合には、保証人の免

除を行う、緊急連絡先の登録をもって入居を認めるなど、住宅困窮者の居住の安

定の観点から特段の配慮をお願い致します」とあります。 

佐賀市では、今年の８月１日から市営住宅の連帯保証人に関する運用につい

て、市営住宅入居者に係る連帯保証人の免除取扱要綱により緊急連絡先届を提出

して入居することが出来ます。 

鹿児島県薩摩川内市は、連帯保証人を確保することが困難になっていることか

ら、市営住宅の保証人に「家賃債務保証法人」を導入しました。 

旭川市では、令和２年４月１日から連帯保証人の免除要件を拡大しました。 

本市においても市営住宅の連帯保証人に関する運用について見直しをしてい

ただきたい。 



 

質問順     

２番 
受 付 月 日 ８．３１ 

通 告 者 １番 遠 藤 秋 雄 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 八幡地区の水害軽減について 

県が発表した津波浸水想定のみならず、温暖化の影響による集中豪雨や低気圧

による線状降水帯の発生などで、経験したことない豪雨が起きています。今後の

八幡地区の水害軽減対策を伺います。 

(1) 仙台第三排水区（一本柳工業団地及び八幡小学校北側）から仙台臨海鉄道西

側を経由する六貫田雨水幹線（ＪＲ仙石線地下の合流点）までの早期完成が待

たれており、その見通しはいかがですか。 

(2) (1)の六貫田雨水幹線整備までの間、一本柳工業団地の調整池と第三排水区を

つなげ、六貫田１号雨水幹線から排水することで、八幡地区の水害軽減策に大

きく寄与するものになると考えますが、いかがですか。 

(3) 清水沢多賀城線（復興道路）高架下のＪＲ仙石線を横断している六貫田雨水

枝線（かつて農業排水路）の閉鎖・廃止は、八幡１丁目・２丁目の水害軽減策に

なると思われますが、いかがですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

質問順     

３番 
受 付 月 日 ８．３１ 

通 告 者 ９番 戸津川 晴 美 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ コロナ感染拡大状況における課題について 

第７波の感染拡大の中、市民の不安解消のために、以下２点について伺います。 

(1) 救急車の出動状況、医療機関搬送・受け入れまでの所要時間、救急搬送困難

事例の発生状況等について伺います。 

(2) 在宅療養者で希望される方には、県の食糧支援が実施されていますが、濃厚

接触者に対する食糧支援は実施されていません。濃厚接触者で希望される方に

は、本市独自に食料支援をおこない、生活を応援すると共に、感染拡大を防ぐ

べきと考えますが、いかがですか。 

 

２ バス運賃無料化と社会実験について 

高齢者と障害者に対するバス運賃無料化の社会実験が１０月からスタートする

にあたり、次の３点について伺います。 

(1) 実験の第１の目標（仮説①）は「バス運賃を無料にすることで外出の機会が

増え社会参加や生きがいづくりにつながっている」ことであり、これはまさに

市長の公約そのものであり、市長の強い思いであると受けとめますが、いかが

ですか。 

(2) スマホの所持をバス運賃無料化の条件とすることは、第１の目標達成の妨げ

にならないでしょうか。いかがですか。 

(3) ２つの目標（仮説①と仮説②）は、それぞれ切り離した事業として進めた方

が、より効果的ではないでしょうか。 

第１の目標のためには、「スマホは利用しないが、バスは利用する」という

高齢者も受け入れること。第２の目標のためには、今実施しているスマホ講座

等を広く継続することだと思いますが、いかがですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

質問順     

４番 
受 付 月 日 ９．１ 

通 告 者 １２番 齋 藤 裕 子 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 多様性を尊重する社会の実現の取り組みについて 

(1) 男性用トイレにサニタリーボックスを設置することについて 

近年、前立腺がんや膀胱がんの患者や、高齢者が、使用済みの尿漏れ用パッド

を捨てるために、これまでなかった男性用トイレに、サニタリーボックス（汚物

入れ）の設置が広がっております。高齢者の外出の機会や、社会参加の支援とし

て、ジェンダーフリーの観点からも、本市の公共施設の全ての個室トイレに、サ

ニタリーボックスの設置に向けた対策を講じる必要があると考えます。本市の、

サニタリーボックス設置への取り組みのお考えを伺います。 

(2) 女性用トイレに生理用品の常設について 

本市では市内の小中学校の女性用トイレに生理用品の設置をしております。

自治体として、生理についての理解を深め、本庁舎や、市の施設等においては、

女性用トイレに生理用品をトイレットペーパーと同様に、常設をすべきと考え

ます。市長のご所見を伺います。 

(3) インクルーシブ遊具の活用設置について 

インクルーシブ遊具は、障がいの有無にかかわらず子ども達が共に遊ぶ、共

に学ぶことができる遊具で、導入が進んでおります。 

障がいがあっても、車椅子でも、外に出かける機会が増え、一緒に遊ぶことに

より、相互の理解が深まることが期待されております。ユニバーサルデザイン

の観点からもインクルーシブ遊具を、本市の公園づくりや、施設等に取り入れ

ていくべきだと考えます。市長のご所見を伺います。 

 

２ 多賀城創建１３００年記念事業の取り組みについて 

(1) 歴史文化の継承の取り組みとして、本市の歌枕顕彰要素の価値を高め、歴史

観光資源の創出の観点から、多賀城の歌枕に盛り込まれている和歌や俳句など

を表す碑の設置についてのお考えを伺います。 

(2) 記念事業が一過性で終わる事なく、小中学生の俳句や、短歌などの普及促進

など、継続性をもった取り組みが重要と考えます。未来に伝え、つなぐ文化創

造の取り組みについて伺います。 

(3) 来訪者へのおもてなしとして、玄関口の駅から観光スポットへのわかり易い

観光掲示板の設置や、観光案内等の取り組みについて伺います。 

 

 

 

 

 

 



質問順     

５番 
受 付 月 日 ８．３１ 

通 告 者 １６番 昌 浦 泰 已 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 子どものインクルーシブ施設建設について 

(1) 市は、障がいをお持ちのお子様も健常児も区別無く一緒に遊ぶことが出来る

施設、子どものインクルーシブ施設建設をお考えでしょうか。 

(2) 市単独が無理なら、２市３町（多賀城市・塩竈市・松島町・七ヶ浜町・利府

町）で取り組むよう、近隣市町に働きかけをするお考えはお有りでしょうか。 

 

２ 市道舟橋街路１号線の道路改良工事について 

(1) 市道舟橋街路１号線の道路改良工事はいつ頃ですか。多賀城駅前パーキング

側の歩道を歩いている歩行者は市道舟橋街路１号線を通行する自動車が撥ねる

水に難儀してます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問順     

６番 
受 付 月 日 ９．１ 

通 告 者 ６番 森  長 一 郎 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ スケートボードパーク設置について 

平成１４年第４回定例会の根本朝栄議員の一般質問、また昌浦泰已議員の平

成３０年第４回定例会一般質問及び令和３年第３回定例会一般質問を踏まえて 

(1) 昨年開催の２０２０東京オリンピックのスケートボード競技の低年齢の選

手の活躍以降、若者は勿論ですが、スケートボードの低年齢への普及が顕著

と思われ、最近の小中学生の児童生徒のスケートボードへの動向をどの様に

捉えているのか伺います。 

(2) (1)問いの内容を含めて根本朝栄議員、昌浦泰已議員からの一般質問以降現

在までの庁内での議論の進捗状況を伺います。 

(3) 市内の県有地の利活用、更にパークＰＦＩ等検討して実現化を願いますが

見解を伺います。 

 

２ 教育施設の冷房設備について 

新年度に向けて、小中学校の特別教室に冷房施設の整備を願うが、見解を伺

います。 



質問順     

７番 
受 付 月 日 ８．３０ 

通 告 者 ３番 佐 藤 雅 博 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 子ども医療費助成事業と財源の確保 

 (1) 子ども医療費助成事業の所得制限が撤廃され、１０月から再スタートします。

本年度は約５千万円、次年度からは約１億円の予算が必要となる事業である。

収支の改善を図ることが喫緊の課題ですがこれからも続く財源確保は楽観視で

きるものではないと考える。市民は医療依存から予防対策へ、当局は業務の改

善、改革、コストの削減等に取り組むがこのことでの財源確保は不透明だと思

う。固定費も検討し行財政経営の更なるスリム化が必要だと考えるが市長の所

見を伺う。 

 (2) 他の事業の財源確保について伺う。歳出の議論も大切であるが歳入に力を注

ぐ事がもっと大事だと思う。有利な起債の活用や、土地の売却、多賀城市公共施

設等総合管理計画の見直しと着実に進めることが将来を見据えた財源確保につ

ながると思う。増加し続ける社会保障費、福祉費の財源確保についてどう捻出

して行くのか市長の所見を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問順     

８番 
受 付 月 日 ８．３０ 

通 告 者 ４番 鈴 木 新津男 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 後期高齢者医療制度について 

(1) 令和２年に「高齢者の医療の確保に関する法律」が改正され「高齢者の保

健事業と介護予防の一体的実施」が始まり、宮城県内では令和２年度に６市

町、３年度に９市町が事業を実施しています。国では令和６年度までに全市

町村で実施する目標を掲げていますが、本市での取り組み状況を伺います。 

(2) 後期高齢者医療保険制度が改正され一定の所得のある７５歳以上の方等の

医療費の窓口負担が１割負担から２割負担にこの１０月１日より見直しにな

ります。この見直しによる影響をどのように捉えているのか伺います。 

 

２ 下水道使用料の見直しについて 

市長は令和４年の施政方針において適正な下水道使用料について検討し見直

すことを表明しましたが、どのように検討し、改定時期はいつ頃を予定してい

るのか伺います。 



質問順     

９番 
受 付 月 日 ８．３０ 

通 告 者 ８番 佐 藤 惠 子 

発 言 時 間      ６０分 種 別 一問一答 

１ 物価高騰から生活守る支援策について 

コロナ禍、燃油・物価の高騰が市民生活を直撃している。燃料費や公共料金の

負担軽減など、市独自に市民の暮らしを支援する施策を講じられたい。 

(1) 高騰する灯油代や電気料金の負担軽減のために、低所得者世帯、生活困窮世

帯、一人親世帯等に、生活支援金を支給されたい。 

(2) 非課税世帯の水道料金軽減へ基本料金を減免されたい。 

(3) 生活保護世帯に支給される「冬季加算」と同じように、夏にも「夏季加算」

を新設するよう国に働きかけたい。 

 

２ 信号機設置など交通安全対策について 

交通安全問題で市民から強く要望がだされている以下の箇所について、改善策

を早急に講じられたい。 

(1) 昨年１０月に開通した「市道笠神八幡線」について、歩道を直接照らす街路

灯がなく、両側に照明灯が全くない箇所が約５百メートルも続いている。暗く

歩くのが怖いという声が出されており、市民が安心して通行できるように街路

灯の設置など改善されたい。 

(2) 「市道笠神八幡線」は開通来、車の通行量が増えており、県道塩釜七ヶ浜多

賀城線と交差するＴ字路は、信号機もミラーもなく危険である。通行量を改め

て調査し、信号機の早期設置に全力で取り組まれたい。 

(3) 県営中峯元住宅前を通る市道と大代３号公園前の市道が交差する箇所（大代

４丁目６－１４）に両面カーブミラーを設置されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質 問 順     

１０番 
受 付 月 日 ８．３１ 

通 告 者 ２番 中 田 定 行 

発 言 時 間      ３０分 種 別 一問一答 

１ 原谷地川改修計画について 

原谷地川について現地調査をした結果、新たな課題が判明し、河川改修を早急

に実施する必要があると判断するので以下について市長の見解を伺います。 

(1) 砂押川と原谷地川の堤防天端の高さが３ｍほど原谷地川のほうが低いことが

判明しました。このことを把握していますか。 

また、これは何を意味しますか。 

(2) 原谷地川は樋門により管理していますが、樋門の管理及び稼働状況はどうな

っていますか。 

(3) 原谷地川の河川管理体制、点検見回りはどのようになっていますか。 

(4) ９７年に砂押川遊水地地権者が「原谷地川堤防のかさ上げ」を要望していま

すが、その結果はどうなりましたか。 

(5) 原谷地川の河川管理台帳が整備されていないと聞きましたが、直ちに整備す

べきと考えますがいかがですか。 

(6) 前回６月議会の一般質問に対し、「原谷地川の改修計画はない」と答弁され

ましたが、早急に河川改修が必要だと考えますがいかがですか。 

 


